
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 慈恩寺 小学校 ）     学校番号 ０９３                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 あいさつが響き 一人ひとりのよさが輝く 楽しい学校        

          

重 点 目 標 

１ 子どものエ－ジェンシ－をはぐくみ「笑顔・自信・学力」をつける教育の推進。 
２ 安心・安全で美しい学校づくりに向けた教育環境の推進。 

３ 保護者、地域から信頼される学校となる CSの実現。 
４ 教職員の Well-being を実現するための資質向上と働きがいのある職場環境づくり。 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月１３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

〇主体的に学ぶ児童を育むために、全国学力・学習状況

調査や市の学習状況調査結果から児童のつよみと課題

を見出し、学びの指標、学びのポイント「じ・し・

ゃ・ク」をもとにした授業の実現。 

〇配慮を要する児童への学習意欲の向上と基礎学力の定

着に向けた個別最適な学びと協働的な学びの実現。 

〈課題〉 

〇全国学力・学習状況調査を分析すると、国語の「話す

こと・聞くこと」、算数の「数と計算」が課題。 

〇学ぶ楽しさ、わかる楽しさを味わわせるための授業改

善や学習形態の工夫を実現することで、個別最適な学

びと協働的な学びの一体化の充実。 

〇教育 DX の推進と個別最適な学びと協働的な学びの一体

化を充実させるための手段として ICT の効果的な活

用。 

・国語・算数等に

おける各学級の

つよみとよわみ

を明確にし、主

体的に学ぶ力を

つけるために、

課題を解決に向

けた方策の設定

と結果の見届け

を行う。 

 

 

① 担任が自学級のつよみとよわみを明確にして、

目指す児童の姿の実現に向けた方策を考え実施

する。当初面談等を通して担任と確認をしなが

ら実施する。日々の教室訪問や授業参観を実施

して指導や見届けを行う。また、授業参観実施

後に各学級の課題の確認と具体的な方策を設定

することで見通しをもち学習指導を展開する。 

② 校内研修で全国学力・学習状況調査を分析し

て、本校の課題を明確にするとともに、解決に

向けての取組を協議する。また、学びのポイン

トを意識した授業改善や工夫の実現に向けた具

体的な方策を立て取り組む。 

①研究授業と研究協議会の実施を通して、成果と課題

を明確にする。当初面談や評価前面談でつよみとよ

わみを確認する。 

②全国学力・学習状況調査の分析結果や学級の実態を 

踏まえた方策を教員が設定することができたか。教職

員の学校評価項目「学校課題研修に主体的に取り組ん

でいる」肯定的評価が８０％を上回ることができた

か。 

① 学テの結果を分析して考察する時間を設定し、成果と

課題から今後の授業にいかす研修を設定した。また、

「学びの指標」等アンケートを活用することで各自の

つよみとよわみを明確にし、授業改善へとつなげられ

る校内研修を実施した。自分の成果と課題をもとに一

人ひとりと面談することで３学期の授業改善等のアド

バイスを実施した。 

② 学校評価「学校課題研修に主体的に取り組んでいる」

において、肯定的評価が９５％を上回った。 

A 

① 当初面談から、担任が児童の実態からつよみ

とよわみを分析したことをもとに、主体的に

取り組める活動を実践する。今後は、めあて

をより明確にした授業展開とし、振返りを発

達段階に応じてタブレットを活用をし、子ど

もたちに「わかりやすい授業」としていく。 

② 研修テーマに沿い、各ブロックで児童に実態

に合わせた目標を掲げることで、具体的な手

立てを講じることができた。また、学びのじ

しゃクを意識した授業を実施していく。 

 

先生達のきめ細かい指導とあたたかさが伝

わり、子どもたちの笑顔と自信につながってい

るように感じました。授業を見学し、子どもたち

の笑顔にたくさん触れ、温かい素晴らしい教育

をなさっているなと思いました。また、自信をもっ

て発表している姿、協働も素晴らしいと思いま

す。ポイントをしっかりとおさえた授業、学力向上

が予想できました。今後も社会性を身に付ける

とともに、様々な課題に対して自力解決を図ろ

うとする子どもの育成をしてください。小学校に

おける基礎学力の習得は、最も大切なことと思

います。「学校評価の結果について」の中の学

力の定着の項で、教職員が満足していない様

子が伺えます。今一歩踏み込みが必要と感じま

す。小学校における基礎学力の習得は、最も大

切なことと思います。「学校評価の結果につい

て」の中の学力の定着の項で、教職員が満足

していない様子が伺えます。今一歩踏み込みが

必要と感じます。 

・個別最適と協働

的な学びの一体

化を充実させる

ための授業改善

と ICT の効果的

な活用 

 

① 校内研修と関連させた、主体的な学びや個別最

適な学びと協働的な学びの一体化や効果的な

ICT活用を実践する。 

② 児童による全国学力・学習状況調査の振り返り

を実施することで、結果から自分の課題を見出

す経験を積ませる。そのことにより、学びの関

心・意欲を向上させる。 

①児童の学校評価項目「先生はわかりやすく勉強を教

えてくれる」と保護者の学校評価項目「個の発達や

実態に応じた指導を受けている」が、昨年度より肯

定的評価が上回ることができたか。 

②自己採点の結果をもとに、学習目標を立て、自ら行

動したことを振り返ることができたか。 

① 全教員が学力テストの結果から校内研修を実施。道徳

１回、国語３回講師を招聘した学校課題研修に取組め

た。小グループで本校の課題を出し合い、実践可能な

改善策を立てることができた。また、各学級のつよみ

とよわみを明確にし、よさを伸ばすための取組を行え

た。SSDBの効果的な活用が広がっている。 

② 授業の中で学習タブレットやプロジェクターを活用す

る事例を教員間で共有し、効果的に活用している。 

 A 

① 継続して指導者を招聘することににより、授

業実践にいかす事ができるようにする。 

② めあてを明確にし、主体的に活動する場面や

授業の振り返りを意識した示範授業を年度当

初に実施する。全ての教員がデジタルコンテ

ンツを効果的な授業を実施できるようにす

る。 

2 

〈現状〉 

○ＩＳＳ（インターナショナルセーフスクール）国際認

証校(令和２年１月まで)を継承するための活動を実

施。 

○生徒指導委員会の実施と教育相談委員会との連携。 

〈課題〉 

○ＩＳＳ（インターナショナルセーフスクール）認証校

としての取組を継承した取組の見直しと設備の修理。 

○安全で美しい学校を目指した安全点検や環境整備、清

掃活動の充実。 

 

・生徒指導、教育

相談、特別支援

教育部会の充実

と深化。 

・児童にとって安

心・安全な学校

となるための環

境整備。 

① 生徒指導委員会を充実するために、具体的な対

応策を練る場とする。また、ケース会議や専門

機関につなげることで支援の充実を図る。 

② ISS を継承する活動を見直し、児童が安心・安

全について主体的に考え行動できるような取組

を年間指導計画に位置付ける。 

①生徒指導、教育相談部会の見直しを図り、児童の支

援を計画的、組織的に対応することができたか。 

②ISSを継承する活動を、年間指導計画に位置付ける 

ことができたか。 

① 生徒指導部会や教育相談部会の見直しを図り、ケース

会議を組織的に実施できた。児童や保護者への迅速な

対応、見届けることを重点にした。また、児童一人ひ

とりに寄り添い、組織で丁寧に対応している。 

② 今年度、児童理解研修と生徒指導委員会の方法や内容

の見直しを実施した。情報共有や生徒指導委員会、ケ

ース会議等の組織での対応を迅速にし、内容の充実が

図れた。 

 

 

 

 

 

 

A 

    

① 教員の生徒指導、教育相談等の指導力向上に

向けた研修を実施する。また、児童一人ひと

りに寄り添い、組織で丁寧に対応していく。 

② ISSの目標を継承するために、安全部を中心

として計画、運営を行う避難訓練を効果的に

取組んでいく。 

 

「安心・安全で美しい学校づくり」は、「安心・安

全で美しい人、心づくり」と考えます。子どもた

ちにとって、誰もが居心地がよい学校づくりを引

き続き推進してください。"学校内、通学路の安

全に向けた表示、鏡などが増えたので、達成度

は A"です 

校舎中に子どもたちの作品や啓発物があり、安

心・安全で美しい学校だと思います。また、風が

強く砂が舞う日でしたが、用務の方がはいてい

る姿を見て、常に変化に対応し、組織的にすば

らしい動きをしているなと感じました。ISSでつ

ちかった取り組みを引き継いでくださり、嬉しく

思います。靴そろえや清掃を通して、「美しい学

校づくり」を児童の皆さんが主体的に取り組ん

でいる様子が伺えました。 

・美しい学校の実

現に向けた環境

美化活動の充実 

 

 

① 美しい学校となるように、児童が清掃を集中し

て主体的に取り組めるように、児童会や学級で

掃除の工夫について話合い、全校で取り組む。 

② 安全点検を月１回確実に実施する。点検表や集

約した内容の確認を、管理職・安全主任・事務

が必ず目を通した上で対応する。 

① 児童と教職員の学校評価「美しい学校を目指

し、環境美化に努めている」肯定的評価 80％

以上になったか。 

②安全点検結果の施設設備の要確認場所を、管理職と

事務で必ず実際に確認する。 

 

① 清掃回数が昨年より減ったが、学校評価の項目「美し

い学校を目指し環境・美化に努めている」では保護者

80％を上回った。講話朝会や学校だより等で自分たち

で場を清める環境美化の意識を醸成に努めた。靴箱の

靴そろえや昇降口が整ってきている。今後も、「くつ

そろえ、身の回りの整理整頓」を継続していく。 

② 複数の目で確認することにより、安心・安全な学校と

なるようにした。 

 

 

 

A 

① 「美しい学校」を合言葉に、清掃指導ではす

みずみまできれいに掃除ができるように１ｍ

運動を推奨していく。また、全児童が「くつ

そろえ」「美しい学校」を意識できるように

児童会と協力した取組を行っていく。 

② 安心・安全な学校を組織的に継続していく。 
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〈現状〉 

〇学校運営協議会では、めざす学校像に向けて、子ども

たちに付けたい力について熟議。よさである「進んで

あいさつができる」課題である「自分のよさを知り、

自信へとつなげる」について教職員が共有。 

〇学校運営協議会、ＳＳＮ、防犯ボランティア連絡会を

定期的に開催し、保護者や地域の方に、本校の教育活

動や児童の様子を周知。 

〈課題〉 

〇保護者、地域等への学校運営協議会等の取組や活動に

ついての広報活動。 

〇保護者や地域の方々へ、学校の取組や児童の活動の様

子を周知するための工夫、改善。 

・保護者、地域の

方に、めざす児

童像達成に向け

た教育活動の公

開と学校 HP の充

実 

① 校長講話や学校だより、授業参観・懇談会等の

挨拶で、学校運営協議会等の取組や児童の様子

やよさを積極的に発信する 

②   学校ＨＰに、児童の活動を紹介するページを作 

 成したり、学校運営協議会の取組を紹介したり 

することでより多くの方に周知する。 

 

①保護者の学校評価「学校の取組や子どもたちの様子

がわかる」肯定的評価が８５％を上回ることができた

か。 

②学校ＨＰに学校運営協議会のページを作成できた

か。また、児童の活動紹介や学校だより、学年ペー

ジ等の更新を毎月できたか。 

① 学校評価の項目「学校の取組や子どもたちの様子がわ

かる」において肯定的評価が９１％を上回る結果とな

った。保護者参観の運動会実施や授業参観、校外学習

等が要因と考える。また、宿泊行事や子ども達の活動

様子を学校 HPに効果的にアップできた。 

② 学校 HPを毎月１回以上更新できた。 

 

B 

① 地域から信頼される学校づくりを目指し引き

続き青少年育成会の行事など、地域と積極的

にかかわっていく。 

② コミスクの充実を図るために、学識者や学校

関係者を含め、広い視野と視点をもった学校

運営協議委員の選出を検討していく。 

 

「おらが学校」として信頼される学校になってい

ると思います。今後も様々な場面を通して学校

は運営状況や成果等を積極的に発信し続けて

ください。"運動会など、学校行事に地域の人の

参加が多く、また、各自治会行事に子どもたち

の参加が多いので、学校と地域が連携してい

る。達成度 A"である。学校の情報がよく保護

者、地域に流れており、とてもいいと思います。ま

た、地域との連携において目に見えて分かるよ

うになっている（資料）、今後の展開も楽しみで

す。コーディネーターが最後の班と一緒に登校

していることは、交通指導員としてありがたく感

謝します。 

・学校運営協議会

の熟議をいかし

た、保護者、地

域の方と連携し

た教育活動の実

現 

 

 

① 児童会を中心とした「あいさつ運動」を学期ご

とに取り組み、活性化させる。 

② 慈恩寺中学校区の徳力小学校と本校３校で連携

したあいさつ運動に取組む。 

①保護者、児童、教職員の学校評価「あいさつができ

る」が、昨年度の肯定的評価の数値を上回ることが

できたか。 

③ 学校運営協議会で決定した取組を実施できた

か。 

 

① 慈恩寺中学校と連携をしたあいさつ運動に取組むこと

ができた。学校評価の項目「あいさつができる」にお

いて、昨年度と同様に保護者、児童ともに肯定的評価

が 90％を上回ることができた。 

② 学校運営協議会では、代表委員会の児童が取組を紹介

したり、交流給食を実施したりした。回を重ねるごと

に熟議が活発になった。子どもたちの成長につなげら

れるように、本校のよさや課題について、保護者、地

域等のそれぞれの立場での意見が出された。今後は、

意見を具現化し組織的に取り組めるようにしていく。 

B 

① 学校運営協議会の御意見をもとに、子どもた

ちにとって楽しい学校にしていく。そのため

には、いつでも、どこでも、だれにでもあい

さつができる子、自信、笑顔、学力をつける

慈恩寺小学校としていき、学ぶ楽しさを味わ

わせる授業に力を入れていく。 

② 学校運営協議会の内容を積極的に発信してい

く。 
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〈現状〉 

〇教職員が一人で悩むことがないように、組織で対応し

たり、学ぶ場を設けたりと情報の共有。 

○エバンジェリストが中心となり、効果的な ICT 活用等

について情報提供や研修を実施。 

〈課題〉 

〇ICT 活用において技能の差が見られる。技能向上に向け

た研修の推進。 

〇経験の差による教師の資質向上を図るために、OJT の推

進と充実。 

・教職員一人ひと

りのつよみをい

かした資質向上

と働き方改革の

推進 

 

 

 

 

 

① 学期ごとに実施する管理職による授業参観、毎

月短時間及び長期休業中に実施する服務に関す

る研修、毎月短時間で実施する学級経営に関す

る研修、特別支援教育に関する研修、生徒指導

に関する研修等において、必要に応じて講師も

招聘しながら教職員研修を行う。 

② 個別最適な学びにつながるタブレットやスタデ

ィサプリ等の活用の仕方について、エバンジェ

リストを中心に実技研修や情報共有を定期的に

行う。また、教職員がお互いによい取り組みを

情報交換できる雰囲気の職場とする。 

①学校評価「資質向上につながる研修」の項目が、昨

年度の肯定的評価を上回ることができたか。 

②エバンジェリストが中心となり、授業で実践できる

ICT活用についての研修を行うことができたか。 

 

①学校評価「資質向上につながる研修」の教員が、４段階評

価の４が４８％だった。若手教職員へは必要に応じて学級経

営、保護者面談、ノートの見方等、ポイントを絞ったアドバ

イスを行った。学テ結果からの振り返りから授業へと生かす

研修を実施した。 

②授業の中で学習タブレットやプロジェクターを活用する事

例をエバンジェリストが紹介し、効果的に活用している。 

また、ICT を活用しペーパーレスによる会議や情報の共有化

の成果と考える。安心メールを効果的に活用したり、欠席連

絡を Formsで実施したりすることができた。 

A 

 

① 教務主任、研究主任のリードのもと、本校の

学習の進め方やノートの取り方のスタンダー

ドを確立していく。また、年度当初に、国

語、算数の示範授業を実施することで、学習

の進め方や板書について共有していきたい。 

② 本校の課題として挙げられた、主体的な活動

や本時のまとめを意識した授業となっている

かを管理職による教室訪問等で見届ける。ま

た、学テの結果をもとに、各自が分析して、

成果と課題をあらいだしたものをもと に、

何をすればよいかを全教員で研修することで

授業にいかしていく。 

 

授業の中で子どもたちが道具としてタブレット

を使っている。先生方の資質も向上しているこ

とがよくわかりました。また、先生方の笑顔にた

くさん触れ、職場の風通しのよさ、働きがいのあ

る職場環境の一端が分かりました。子どもたち

の自信と自立心が目の前にあるのだから、いろ

いろ考えることより一緒に成長してください。教

員の達成感、満足感が生み出されるようにする

ことと、それを組織として共有できるようにする

ことが大切と考えます。教員に負荷を与えすぎ

ず、かといってサラリーマン化しすぎもせずです

ね。 

 


